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原子力・廃炉分野の特徴として、数m大の大型構造物を扱うことが多いことや、一般的な工
業製品に比べて製造数が極端に少ないことが挙げられます。
現在、広く利用されるコンピュータ・シミュレーション（CAE）技術の中でも、振動・衝撃

を扱う「動解析」は、若干精度が低く、実製品からのフィードバックが必要ですが、廃炉分野
の大型構造物ではフィードバックが容易ではありません。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和6年度 試験研究概要

本研究では、実大金属構造物の数分
の１スケールに縮小した樹脂ミニチュア
試験体の振動特性から、実大金属構造物
の振動特性を推定する「代替樹脂成形品
による振動特性評価技術」を提案しまし
た。
本年度は、片持ちはり状に固定された

箱型溶接構造体の振動特性を対象に、
CAE及び実験の両面から、提案手法の妥
当性を検証しました。

評価対象の溶接構造体の振動特性が、機械
力学における「はりの横振動の共振周波数」
の式に従うことを確認した上で、数式の各項
における固定方法、試験片寸法、材料物性の
影響を明確にしました。
最終的に、比弾性率の影響を試験片寸法の
影響で相殺する「ミニチュア造形の設計手
法」を提案するに至りました。この設計手法
により作成されたミニチュア造形品は、実大
鉄鋼構造体とほぼ同等の振動特性を持つと見
込まれます。
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